平成24年度　長野市立博物館協議会(第1回)　議事録
日　時　　平成24年8月28日(火)　午後１時30分～
場　所　　長野市立博物館会議室
出席委員  滝澤会長・中澤副会長・牛山委員・笹沢委員・三石委員・宮下委員・山﨑委員・吉澤委員
１　開会
２　博物館職員紹介
３　館長あいさつ
４　協議会会長のあいさつ
５　協議事項
（１）平成23年度事業報告について
意見・質問なし
（２）博物館再編基本計画策定事業について
（中澤副会長）「去年と比べて何が進歩したのか教えてほしい。」
（千野補佐）「去年の段階では、基本計画策定自体をコンサルタントに外部委託する予定でした。現在では、博物館をどうしていくのか、分館・付属施設をどうしていくのかを学芸員自らが方針を出すということにした。」
（中澤副会長）「学芸員が哲学をしっかり持って初めて博物館再編ができると思う。博物館の学芸員の意思が反映されていないような計画策定はありえない。学芸員には学芸員らしい仕事をしてほしい。」

（滝澤会長）「一生懸命努力していただいているのは分かっているが、何か形になるものが欲しい」
（大蔵館長）「昨年度、博物館の方向性に関するワーキンググループを立ち上げた。それに加えて、より具体的な再編計画策定を始めたという状況。昨年から何もしてないというわけではない。」

（滝澤会長）「学芸員はそれぞれ専門性があり、分館が広い範囲に点在している。それらを統合して、一つ上のステップに持っていってほしい。」
（宮下委員）「県立歴史館設立の経験からすると、軌道に乗るまでが大変。その時、学芸員の力が大事。学芸員の専門性プラス地域の状況や来館者の生の声をベースに新しい博物館のネットワークをどうやってつくっていくかを考えてほしい。総合的なものとして本館があり、美術は信州新町、自然系は信州新町と戸隠にある。大岡・中条・豊野などは民俗資料が中心。これらは信州の農村の中での民俗のあり方が一つの資料という感じがする。再編成をするときに、総合・歴史・美術・自然、民俗、それ以外にテーマ性を持った館ができるのか。広域をカバーしている。ここの館にいけば、こういうことがわかるというような、ネットワークづくりをしてほしい。学芸員の力量を活かして、研究成果を長野市民に還元できるように紡ぎあげていってほしい。」
（山﨑委員）「どこの施設も月曜日が休館になっている。孫が来た時に遊びに行くところがない。博物館が月曜日に開館しているとうれしい。」
（滝澤会長）「固定的でなく流動的に考えてほしい。」

（吉澤委員）「私は琅鶴会を代表してきている。信州新町美術館は入館料が必要。普通の人が書いた絵を見ていただくのに入館料を払ってもらうのが心苦しい。ミュゼ蔵は無料だったので、そちらで展覧会をするようになった。ただ、ミュゼ蔵は狭いので、一人二枚しか飾れない。発表の場としての門戸を開けてほしい。地域の人が芸術文化活動を気軽に行える場所が欲しい。信州新町美術館をもっと開放してほしい」
（滝澤会長）「おいらい館やもんぜんプラザはどうか」

（吉澤委員）「信州新町から市内まで出てくるのは大変」

（三石委員）「信州新町と戸隠は一日の平均来館者数はほぼ同じ。戸隠は場所も広いので、信州新町と統合して充実させればよいのではないか。分かれている方がよいのか」
（大蔵館長）「二つの化石博物館をどうしていくのがよいのかは大きな問題になっている。いろいろハードルが高い部分もある。」
（笹沢委員）「再編というのは新築より難しいかもしれない。思い切ってやるしかない。博物館の核になるのは学芸員。学芸員がいない施設は形を変えて整理していく必要があるだろう。美術館は生涯学習という意味では博物館と同じだが、博物館とはちょっとちがうかもしれない。また、再編計画策定を第三者機関にお願いするのは避けたい。過去のこだわりは置いておいて、思い切って、市民のための博物館について考えてほしい。これから長野市の新たなまちづくり計画が出てくると思う。そのとき、博物館の価値がどう結びついてくるのか。そういう点も踏まえて再編計画を考えてほしい」
（牛山委員）「市内に同じような施設がたくさんある。これを統合していくのは非常に難しい問題」
（滝澤会長）「難しい問題だと思う。歴史的にあるものをどう考えるか。本館をきちんとして、分館を集約していくという考え方もある。いままで持っていたものをどういう風に考えていくか。どうやっても問題が出ていく。館長をはじめ学芸員のみなさんが腹を据えて決断する必要がある。そのためにはビジョンが必要。私は交通手段の整理が必要だと思う。松代や川中島との結びつきが必要。そして、観光課など他のセクションとも結びつきが必要。新幹線が通った後、長野市に寄りたいと思ってもらえるようにしていってほしい。」
（牛山委員）「多くの県庁所在地には市立美術館がある。信州新町美術館を長野市の市立美術館として充実させていってほしい。」
（吉澤委員）「自分たちで展示できる美術館が少ない。」
（中澤副会長）「学芸員が怠けているとは思っていない。現状とあるべき姿のギャップを埋めるのが再編計画。学芸員がいま何を悩んでいるのかを知りたい。市長への上申のしかたがまずかったのかもしれない。分散した施設を有機的に機能するビジョンが必要。」
（滝澤会長）「財政担当を納得させる必要がある。人を感動させる構想が必要。」
（大蔵館長）「博物館リニューアルが必要だということは理解してもらっている。その中身が問題となっている。みなで一丸となって再編計画をつくっていきたい。今後も委員の皆様にも是非ご協力をお願いします。」
（３）その他
（４）そのほか

　　特になし

※会議終了後、特別展示室にて「よみがえれ！恐竜たち～大むかしの生命をさぐる～」を見学。
　その後、信州新町美術館・化石博物館・有島生馬記念館を見学。
